
【総括表】

１　対象施設

本個別施設計画での対象施設は、次に示す施設とする。

（対象施設）

２　施設管理に関する優先順位の方針

　行政施設の本庁及び地方機関の機能を有する施設であり、各施設の長寿命化を図るとともに、
災害時の防災拠点としての機能を維持するための強靱化を図る必要がある。
　建設後の経過年数に応じて機能低下が進行するため、定期的な点検、診断に基づく大規模修繕
を実施することにより、予防保全型管理を行う。

部局(庁)名 出納局

2

3

基本的な方針 摘要

秋田県庁舎

あ き た 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に 基 づ く

「 個 別 施 設 計 画 」（ 県庁舎等 ）

1

№ 施設名 所在地

秋田地方総合庁舎

秋田県庁第二庁舎

存続

存続

存続

大規模修繕を実施

大規模修繕を実施

大規模修繕を実施

秋田市

秋田市

秋田市
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【個別票】 更新日：H31.3.29

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（市町村等を含む）への譲渡の検討について

※　市町村協働の検討について

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

ＲＣ造・７階（地下１階）

Ⅰ型

存続 大規模修繕を実施

ハード・ソフト両面の評価が平均を上回る施設

1 秋田県庁舎施設名

・県の本庁機能としての施設であり、行政サービスは法令等で定められたものが多く、設置目的
に合致した使用状況となっている。また、オフィスとしての適正な基準にも合致したものとなっ
ている。今後も設備等の大規模修繕等により長寿命化を図り継続使用する。

・建築後５９年経過しているが、平成２２年に耐震改修を終えており構造的には健全である。ま
た、今後、設備等の大規模修繕等により長寿命化を図り継続使用する。
・一定年数経過後は、点検・診断等を行い、建替え時期について検討する。

・設備の老朽化による小規模な修繕の頻度が年々増えつつある。また、省エネルギーのための性
能向上化も図る必要があるため、設備等の更新時期には最新技術を導入する。

秋田市山王四丁目１－１

S34

円1,263,705,000

自己点検･評価の結果

基本的な方針

台帳価格

建設年

所在地

構造･階数

施設面積

施設名称

 【目標使用年数７８年】

秋田県庁舎

㎡32,206.56

・県の本庁機能としての施設ではあるが、建替え時には、隣接する秋田地方総合庁舎、議会棟、
県庁第二庁舎、県警本庁舎を含め、施設のあり方について検討する。
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５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

秋田県庁舎に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

【支出】

（合計）

その他

修繕コスト

運用コスト

保守コスト

利用者数等

【利用者等】

利用料収入

平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

平成27年度平成26年度

平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

議会棟、総庁、二庁含む。

議会棟受変電設備更新他

電話設備更新、駐車場管制装置更新

自動制御装置更新、外壁全面点検

135,689

0

98,145

44,688

平成25年度

321,883

【収入】

H35

H36

 

備考

123,474

2,370,005

255,175

181,968

466,026

507,737

371,693

（　合　計　）

H31

H30

H29

H34

H33

H32

備考

本庁舎ｴﾚﾍﾞｰﾀ更新１、議会棟屋根防水改修他

本庁舎ｴﾚﾍﾞｰﾀ更新２、議場天井改修他

空調設備熱源更新、登退庁表示設備更新他

空調設備FCU配管更新、屋内給排水管更新他

受変電設備更新、制震ﾌﾞﾚｰｽ改修、議会棟EV更新他

142,049

年度 修繕等の内容 概算額(千円)

・構造は健全であるので、エレベーター更新をはじめ、順次、空調設備、給排水管設備、受変電
設備、電話設備等を更新することにより、防災拠点としての機能を維持するとともに、施設の長
寿命化を図る。また、省エネルギーのための性能向上化も図る必要があるため、設備等の更新時
期には最新技術を導入する。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。

－ － －

0

362,974 274,744

－ － －

126,969

0

269,802

94,302 95,247

47,140 43,808

221,532
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【個別票】 更新日：H31.3.29

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（市町村等を含む）への譲渡の検討について

※　市町村協働の検討について

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

2 施設名 秋田地方総合庁舎

施設名称 秋田地方総合庁舎 所在地 秋田市山王四丁目１－２

施設面積 11,324.64 ㎡ 建設年 S43

構造･階数 ＲＣ造・６階（地下１階） 台帳価格 512,793,001 円

自己点検･評価の結果 Ⅱ型 ハード面の評価が平均を下回り、ソフト面の評価が平均を上回る施設

基本的な方針 存続 大規模修繕を実施

・主に、県の地方機関としての施設であり、行政サービスは法令等で定められたものが多く、設
置目的に合致した使用状況となっている。また、オフィスとしての適正な基準にも合致したもの
となっている。今後も設備等の大規模修繕等により長寿命化を図り継続使用する。

・主に地方機関としての施設ではあるが、敷地は県庁舎等と隣接している。建設年度の早い本庁
舎の建替えの際には、庁舎、議会棟、県庁第二庁舎、県警本庁舎を含め、施設のあり方について
検討する。

 【目標使用年数６０年】

・建築後５０年経過しているが、平成２２年に耐震改修を終えており構造的には健全である。ま
た、今後、設備等の大規模修繕等により長寿命化を図り継続使用する。
・目標使用年数経過後は、点検・診断等を行い、建替え時期について検討する。

・設備の老朽化による小規模な修繕の頻度が年々増えつつある。また、省エネルギーのための性
能向上化も図る必要があるため、設備等の更新時期には最新技術を導入する。
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５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

秋田地方総合庁舎に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

・構造は健全であるので、渡り廊下外部塗装をはじめ、順次、放送設備、空調設備、屋内消火配
管、受変電設備、エレベーター設備等を更新することにより、施設の長寿命化を図る。また、省
エネルギーのための性能向上化も図る必要があるため、設備等の更新時期には最新技術を導入す
る。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H29 議会棟・秋田総庁渡り廊下外部塗装 9,529

H30 整流機器更新、放送設備更新 22,788

H31 外壁全面点検 3,443

H33 屋内消火栓配管設備改修 20,000

H35 受変電設備更新、空調設備更新１～３階 283,316

H35 空調設備更新４～６階、エレベーター更新 120,556

（　合　計　） 459,632

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 41,570 39,904 40,296

運用コスト 19,152 20,203 18,775

修繕コスト 6,752 13,366 0

その他 0 0 0

（合計） 67,474 73,473 59,071

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 － － －
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【個別票】 更新日：H31.3.29

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（市町村等を含む）への譲渡の検討について

※　市町村協働の検討について

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

3 施設名 秋田県庁第二庁舎

施設名称 秋田県庁第二庁舎 所在地 秋田市山王三丁目１－１

施設面積 19,314.96 ㎡ 建設年 H11

構造･階数 ＳＲＣ造・８階（地下２階） 台帳価格 3,338,888,000 円

自己点検･評価の結果 Ⅰ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を上回る施設

基本的な方針 存続 大規模修繕を実施

・県の本庁機能としての施設であり、行政サービスは法令等で定められたものが多く、設置目的
に合致した使用状況となっている。また、オフィスとしての適正な基準にも合致したものとなっ
ている。今後も設備等の大規模修繕等により長寿命化を図り継続使用する。

県庁舎、秋田地方総合庁舎等の建替え時には、第二庁舎の転用など集約・複合化を含め、施設の
あり方について検討する。

 【目標使用年数６０年】

・耐震基準を満たし構造的に健全である。また、今後、設備等の大規模修繕等により長寿命化を
図り継続使用する。

・比較的新しい施設で管理上大きな課題はないが、今後、設備機器等が耐用年数を迎えるため、
大規模修繕費の増大が見込まれる。
・ＬＥＤ照明化などの省エネ改修を終えている。さらに省エネのための性能向上化も図る必要が
あるため、設備等の更新時期には最新技術の導入を図る。
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５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

秋田県庁第二庁舎に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

・構造は健全であるので、空調設備の部分改修、照明制御装置更新をはじめ、順次、総合防災
盤、空調設備、無停電電源装置蓄電池、視聴覚設備、受変電設備等を更新することにより、防災
拠点としての機能を維持するとともに、施設の長寿命化を図る。また、省エネルギーのための性
能向上化も図る必要があるため、設備等の更新時期には最新技術を導入する。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H29 空調設備改修、照明制御装置更新他 84,886

H30 火災受信機更新、個別空調設備更新 41,977

H31 玄関ホール天井改修、外壁全面点検 52,495

H32 放送設備更新、防犯カメラ設備更新等 12,201

H33 セキュリティシステム更新 30,000

H34 無停電電源装置蓄電池更新 45,123

H35 大会議室視聴覚設備更新 25,430

H36 受変電設備改修、空調設備改修 302,274

（　合　計　） 594,386

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 49,083 50,625 51,154

運用コスト 57,357 57,134 45,224

修繕コスト 26,408 57,327 107,427

その他 0 0 0

（合計） 132,848 165,086 203,805

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 － － －
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【総括表】

１　対象施設

本個別施設計画での対象施設は、次に示す施設とする。

（対象施設）

２　施設管理に関する優先順位の方針

1 職員公舎（矢留） 秋田市 存続 大規模修繕を実施

部局(庁)名 出納局

あ き た 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に 基 づ く

「 個 別 施 設 計 画 」（ 職員公舎（一定規模を超える施設） ）

№ 施設名 所在地 基本的な方針 摘要

2 職員公舎（川尻） 秋田市 存続 大規模修繕を実施

　両施設とも、秋田市内の複数棟から構成される大規模な職員公舎となっている。
　職員公舎の効率的な運用を図る観点から、秋田市内の小規模な職員公舎の集約化を行い、両施
設については長寿命化対策を実施しながら、引き続き存続させる。
　なお、目標使用年数を経過する施設は、順次、計画的な建替を行う。
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【個別票】 更新日：H31.3.29

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（市町村等を含む）への譲渡の検討について

※　市町村協働の検討について

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

1 施設名 職員公舎（矢留）

施設名称 職員公舎（矢留） 所在地 秋田市千秋矢留町

施設面積 11,313.05 ㎡ 建設年 S45

構造･階数 ＲＣ造・４階 台帳価格 1,000,511,004 円

・秋田市内にある大規模な世帯用職員公舎であり、入居需要が高く、所在地域の活性化などにも
配慮し、引き続き存続する。

・施設の建設や維持管理等に民間の資金、経営能力等を活用するなど、ＰＦＩ事業の導入の可能
性を検討する。

 【目標使用年数６０年】

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 大規模修繕を実施

・昭和４５～４８年建築の６棟については大規模修繕を終えており、平成８～９年建築の３棟に
ついては、今後、大規模修繕等により長寿命化を図り継続使用する。
・目標使用年数経過後、建て替えの際には、戸数の設定、ＰＦＩ等の整備手法を検討する。

・全棟とも耐震基準は満たしているものの、平成８～９年建築の３棟については修繕の頻度が増
えつつあり、今後１０年以内に大規模修繕が必要となる。
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５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

職員公舎（矢留）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

H28 7-33棟外壁一部改修 1,784

H33 5-14棟屋根防水、外壁改修 28,800

次の方針により、現状（機能）回復と同時に、予防保全のための長寿命化対策工事を計画的に実
施する。
・防災、防火上の観点から安全上必要と認められるもの
・点検、診断により、劣化、損傷等が認められるなど、重大な故障となる恐れが高いもの
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H31 7-33棟外壁改修（残工事分） 26,250

H36 7-31棟屋根防水、外壁改修 13,182

H37 7-32棟屋根防水、外壁改修 26,778

H34 7-44棟屋根防水、外壁改修 23,280

H35 4-20棟屋根防水、外壁改修 19,736

（　合　計　） 139,810

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 6,404 6,525 6,282

運用コスト 0 0 0

修繕コスト 9,861 25,368 9,068

その他 0 0 0

（合計） 16,265 31,893 15,350

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 142 137 141 全161戸中

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考
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【個別票】 更新日：H31.3.29

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

※　集約・複合化の検討について

※　公民連携の検討について

※　民間等（市町村等を含む）への譲渡の検討について

※　市町村協働の検討について

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

2 施設名 職員公舎（川尻）

構造･階数 ＲＣ造・４階 台帳価格 490,584,011 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

施設名称 職員公舎（川尻） 所在地 秋田市川尻上野町６－３３

施設面積 8,808.52 ㎡ 建設年 H元

 【目標使用年数６０年】

・今後、大規模修繕等により長寿命化を図り継続使用する。
・目標使用年数経過後、建て替えの際には、戸数の設定、ＰＦＩ等の整備手法を検討する。

・全棟とも耐震基準は満たしているものの、建築後２７～２８年経過し修繕の頻度が増えつつあ
り、まもなく大規模修繕が必要となる。

基本的な方針 存続 大規模修繕を実施

・秋田市内にある大規模な世帯用職員公舎であり、入居需要が高く、所在地域の活性化などにも
配慮し、引き続き存続する。

・施設の建設や維持管理等に民間の資金、経営能力等を活用するなど、ＰＦＩ事業の導入の可能
性を検討する。

- 363 -



５　管理に関する実施方針

６　管理に関する実施計画

職員公舎（川尻）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

次の方針により、現状（機能）回復と同時に、予防保全のための長寿命化対策工事を計画的に実
施する。
・防災、防火上の観点から安全上必要と認められるもの
・点検、診断により、劣化、損傷等が認められるなど、重大な故障となる恐れが高いもの
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。

H32 ４号棟外壁改修 16,956

H33 １号棟、３号棟屋根防水改修 23,660

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H30 ５号棟屋根改修 19,734

H32 ５号棟外壁改修 21,564

H37 １号棟外壁改修、５号棟屋根防水改修 35,702

H34 ３号棟外壁改修 12,312

H35 ２号棟外壁改修、４号棟屋根防水改修 26,430

（　合　計　） 156,358

 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 4,473 4,488 4,388

運用コスト 0 0 0

修繕コスト 6,369 1,768 5,107

その他 0 0 0

（合計） 10,842 6,256 9,495

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 85 81 97 全112戸中
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